
野村産業（株）のホームページ 
http://www.nomura-sangyo.co.jp/

 

高度な技術力を持つ 

精密板金メーカー 
 

　板金加工は自動車や屋根はじめ、各

種機械のカバーやケース、タンクなど、あ

りとあらゆる機械製造分野に関わってい

る技術。最近は製品の多様化や高度

化にともない、より精度の高い加工技術

であるシートメタル（精密板金）の需要

が高まっている。 

　前沢町に生産工場を置く野村産業

株式会社は、ステンレス材のプレス板金

と金型製作を得意とする精密板金加工

企業。その高い技術力を武器に顧客ニー

ズに合わせた製品を製造し、数多くの

大手メーカーの要求に応えている。 

　昭和11年、東京で軍需品生産を行う

製作所として創業した同社は、戦災によ

り一旦企業活動が途切れたものの、再

建後は日本の復興と足並みを揃えるよう

にして発展してきた。 

　昭和20年代後半には鉄工業で培っ

た技術をベースに液体複写機・通信機

の筐体および部品製造分野に進出し、

36年には東京都府中に工場を建設。昭

和40年代に入ると高度成長期の追い風

を受けて業績はさらに拡大し、それにとも

なって建設されたのが野村産業株式会

社岩手工場である。「新たな人材確保

の場を探していた当社を受け入れてく

れたのが、ここ前沢町でした」と代表取

締役社長の野村正徳さんは経緯を語る。 

　同社の生産拠点として昭和43年に

誕生した岩手工場は、業績の拡大とと

もに設備の増強が図られてきた。昭和

53年には300tプレスやNCベンダー、ワイ

ヤーカット放電加工機などを導入、60年

には増改築が行われた。63年には現在

地に工場が建設され、板金製品の量産

体制を確立。  

　同時にレーザー加工機も導入し、単

品生産の受注体制も強化した。 

　平成に入ると、同社の事業はより多角

的に拡大していく。大手メーカーとの業

務提携や東京都の新規分野進出・特

定中小企業認定をきっかけに、環境美

化分野や建築機械分野へも参入。また

平成13年には東京本社・府中工場、そ

して岩手工場でも品質マネジメントシス

テムISO9001を認証取得するなど、企業

信頼度の向上にも努めてきた。 

　そして現在、岩手工場は同社の製造・

開発部門の拠点としてはもちろん他社

の研修受け入れなど、精密板金業界の

モデル工場として東北地域の産業社会

の発展にも貢献している。 

 

魅力あるホームページ構築への 

試行錯誤 
 

　パソコンが社会の隅 ま々で浸透した

現代、企業がホームページを持つことは、

もはや当然のことになった。 

　とはいえ、開設にはある程度のＩＴの

知識が必要であり、運営・管理にもそれ

なりの時間や人的コストがかかってしまう。

一般ユーザーを顧客とするような企業

ならまだしも、製造業関係の企業では、

まだホームページを活用しきれていない

ところが多いのが現状だ。 

　野村産業株式会社でも数年前までは

ホームページの使途に試行錯誤を繰り

返していた。 

　最初の開設は95年頃、岩手工場での

制作だったという。しかし99年と01年の２

回に渡り、今度は府中工場で更新が行

われている。その理由を「ホームページ

の運営システムが確立されていなかっ

たため」と話すのは、岩手工場企画開

発係の千葉伸係長。05年７月に全面リ

ニューアルが行われたのは、千葉係長

の「岩手工場独自で作ったホームペー

ジを会社のものにリンクさせたい」という

提案をきっかけに全体を見直す構想に

発展したからだ。 

　「従来の単なる会社案内からネット受

注の営業ツールとしてホームページを位

置づけたい。府中工場も同様の考えだっ

たんです」。 

　そう説明する千葉係長は、現在、同

社ホームページの製作から管理・運営

までを手掛けているが、スタートは「作成

ソフトのマニュアルを見ながらの手取り

足取り状態で作った」というから驚く。し

かし制作にあたっては方向性や構成を

考え、タタキ台をもとに本社スタッフと検

討を重ねるなど、綿密な下準備を行って

きた。その過程で特に重視したのが他

社との差別化。「よそとは違う魅力ある

サイト」が構築テーマだったという。 

　ポイントは大きく分けて３つある。 

　第一は、トップページの企業名の上に

「高品質ステンレス加工と金型技術の」

というキャッチフレーズを加えたこと。企

業概要を簡潔に表現したこの一文は、

従来のホームページにはなかった。 

　第二は、トップページにトピックスコーナー

を設けたこと。「更新されないホームペー

ジは見てもらえないから定期更新のシス

テムは是非作りたかった」と千葉係長。

月替わりで掲載されるのは企業訪問や

新設備の紹介、社内・社外行事の様子

など多種多様。写真とともに一文が添え

られており、会社の個性がダイレクトに伝

わってくるようだ。異色は岩手の自然を

紹介するトピックス。さらに「岩手の自然」

と題した別コンテンツも用意されている。

これは「圧倒的に多い県外ユーザーに

見てもらうためのページです」と野村社

長は言葉を添える。 

　第三は、画面をプリントアウトした時に

Ａ４サイズに収まるよう設定していること。

情報の取り出しやすさを考えたこのアイ

デアは、ウェブ上ではわからないがかな

り有効だ。 

　見やすさや親しみやすさ、そして使い

やすさ。同社のホームページはユーザー

サイドに立って構築した、完成度の高い

「会社案内」ともいえるだろう。 

電気機器、情報通信機器、事務機器等部品の製作から金型の設計製作など、あらゆる産業分野に野村産
業製作の機構部品が使われている。さらに平成６年からは環境対応製品の開発・設計・製作も手掛け、一般
ユーザーへの販売もスタートさせた。部品製造メーカーから開発型企業への展開が期待される。 

ドイツ製のパンチ・レーザー複合機はじめ立体形状にも対応可能の３Ｄバリ取り機（デンマーク製）、デジタ
ルで加工スピードを制御するレーザー加工機など、最新の板金加工機が導入された岩手工場内。マシニン
グセンターやワイヤーカット放電加工機なども設置されているため、金型などの治工具もすべて自社内でま
かなう態勢が整っている。 

時代のニーズに合わせ、次々に業務革新を展開してきた野
村正徳社長。ホームページの設置にも先進の企業風土が反
映されているといえるが「基本は仕事の品質。最終的には品
質・コスト・納期が重要です」と断言する。技術メーカーとして
のスタンスは崩さずに、新しい取り組みを積極的に支援する
経営者である。 
 

 

高度なホームページ構築で 
ユーザー獲得を目指す 

野村産業株式会社 
http://www.nomura-sangyo.co.jp/

　デジタル時代の情報発信ツールとして定着した感のあるホーム
ページ。多くの企業でもプロモーションの一環としてサイトが利用
されているが、運営にかかるコストや成果を上げられないなどの理
由から、全ての企業が完全に活用しきれているとはいえない。まし
てや一般ユーザーを顧客対象としない製造業関係ではホームペー
ジすらない会社も多い。ここで紹介する野村産業株式会社はシー
トメタル（精密板金）を得意とする製造メーカーでありながら独自
にホームページ制作に取り組み、業界から注目を浴びている。そ
の経緯と目的について、代表取締役社長の野村正徳さんとホー
ムページ制作を担当する企画開発係係長の千葉伸さんに伺った。 

I T先進事例  
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ＳＥＯ対策で、より効果的な 

サイト運営を 
 

　ホームページを開設した後も同社で

はたびたびブラッシュアップをかけ、現在

のスタイルを確立した。その最大の特徴

が、自社内でＳＥＯ対策を行ってきたこと

である。 

　ＳＥＯとは、検索エンジン（GoogleやYahoo！

など）においてホームページの内容に関

するキーワードやキーフレーズで検索を

かけた際、自社のウェブサイトが上位に

表示されるようにホームページを改善す

ることで「検索エンジン最適化」と呼ば

れている。インターネットユーザーの大多

数が検索エンジン経由でサイトを訪問

する現在、ウェブ上で販促活動を行う企

業にとってＳＥＯ対策はより高度な戦略

と位置づけられるもの。そのポイントは「各

ページのタイトルとキーワードの一致」「ホー

ムページの定期更新」「リンク数の多さ」

の３点と千葉係長は話す。 

　では、同社のＳＥＯ対策の内容を紹介

していこう。 

　「各ページのタイトルとキーワードの一

致」対策としては、まずフレーム機能をな

くしたことがあげられる。これによりロボッ

ト検索がフレームにブロックされテキスト

までたどり着けないという問題はクリアさ

れた。また７月からはどんなキーワードや

フレーズが検索対象になっているかを

Googleの検索順位を参考に記録し、そ

の変動を管理している。 

　「ホームページの定期更新」は前述

の通り、月に１回トピックスを更新する方

法である。 

　そして３点目の「リンク数の多さ」。こ

の対策では、無料のサーチエンジンを自

分で探し手入力で登録するという方法

がとられた。しかもその登録数は約100

サイト。「業者に依頼をすれば『リンク20

万サイト』も可能になるのですが、できる

ところから自分で行う方がいいと思った

からです」と千葉係長はこともなげに話す。 

　これら取り組みを踏まえ、同社では最近、

受注支援サービスを行う専門業者へ申

し込みも行ったという。そのサービスの

中にはＳＥＯ対策も含まれていたため、「検

索に関する詳細なデータも取り出せるよ

うになりました」と千葉係長。自社で培っ

たＳＥＯ対策のノウハウをベースにプロ

のサポートを受け、より効果的なサイト運

営を行う体制が同社では出来つつある。 

 

サイト構築のノウハウを 

活かした社内ネットワーク 
 

　７月にスタートした同社のホームペー

ジでのプロモーション。その活動は、早く

も一定の効果を上げている。 

　サイトを介した新規引き合い件数は、

開設時の７月から今月まで毎月１件とコ

ンスタントに発生しており、しかも現在は

すべてが見積もり段階に。この中には

千葉係長が100件近く自力登録したサー

チエンジンからの来訪者も含まれていた

そうだ。 

　こんな例もある。同社では岩手工場に

設置された最新の板金機器を利用した

業界交流会「東北シートメタルプライベー

トショー」を11月初旬に開催したが、その

参加企業の中にはホームページを閲覧し、

遠く関西圏から問い合わせをしてきたと

ころがあったそうで「この業界では非常

に珍しいこと」と野村社長も驚いている。 

　しかし同社にとってのサイト運営は、

あくまでもプロモーションのいち手段。作

成を手掛ける千葉係長も「メーカー側に

とってネット検索のメリットは見積もりの

取りやすさであり、当然各社に対して行っ

ているはず。たとえ新規の引き合いがあっ

たとしても見積もりが通らないと顧客獲

得には結びつかない。厳しい競争があ

るのは通常のセールスと変わらない」と

話している。 

　多様化するオーダーに応えるためには、

常に最新の技術や設備を取り入れてい

く必要がある。また量産品生産が海外

にシフトしている現在、国内メーカーが

優位性を保つためには超短納期にも応

えられる体制づくりなど、技術力や生産

力の改善にいっそうの力を注いでいか

なければならない。 

　同社ではホームページ開設を通して

蓄積してきたＩＴ技術のノウハウを応用し、

生産力向上につなげている。 

　まずは工場内に導入されたLANネッ

トワーク。顧客からのCADデータは専用

アドレスで受信し、オペレーション室でプ

ログラミングを行ったのち加工機へ。ブ

ランク検査もLAN接続された最新のレー

ザーＱＣ測定器で元データと照合する。

このシステムにより納期のスピードアップ

はもちろん製品の精度も飛躍的に向上。

今後は生産管理システムも強化してい

く予定という。また平成16年には岩手工

場にネットワークカメラを導入。インターネッ

ト経由で府中工場からでも遠隔操作で

モニタリングできるようにし、進捗状況を

見ながらの打ち合わせが可能になった。

それと同時にＩＰ電話も導入し、岩手・東

京間のコミュニケーションコストの削減も

実現している（岩手工場は07年に社内

の全電話を切り替え予定）。 

　プロモーションツールとしてのホームペー

ジと社内体制強化のためのネットワーク

構築。ＩＴを使いこなすことこそが、野村

産業株式会社のとる「差別化戦略」の

方法のひとつであった。 

 

業務品質があってこそ 

ホームページは生きる 
 

　新聞や雑誌等と違い、ホームページ

を訪れるユーザーは商品やサービスに

関する情報を能動的に探しており、非

常に質の高い見込み顧客であるといえる。

しかし膨大な数の企業ホームページが

存在する現在、ウェブ上でのユーザー

獲得合戦は熾烈を極める一方である。 

　野村産業では昨年から今年にかけ

岩手工場へ次 と々最新の板金機器を

導入、東北でも屈指の設備を誇る生産

体制を整えた。それと同時進行で社内

体制の強化にも取り組んでいる。 

　「我々製造業の基本は、お客さまに喜

んでもらえるような『モノ』を作ること。そ

のためには品質・コスト・納期といった業

務の基本品質で優位性を保っていかな

くてはなりません。それができないうちはホー

ムページを使って情報を発信するなどと

いうことはしない方がいい」。 

　モノづくりへかける情熱とプライドが、

野村社長の言葉からは感じられる。 

　本当の「差別化」とは高い技術力と

生産力を保持すること。その基礎があっ

て初めてホームページは効果的な営業ツー

ルとなることが、野村産業の取り組みか

ら見えてくる。 

自社ホームページ作成を一手に引受ける千葉伸係長。
毎月のトピックス更新のため、業務の合間を見なが
らデジタルカメラ片手に社内を取材して回っている。
「ホームページはやってみなければわからない部分
も多い。私たちの会社もやっとスタートラインに立っ
たところ。走りながら考えている状況です」。そんな
千葉係長のもうひとつの顔が見られるコンテンツ「岩
手の自然」は、釣りや岩手の自然などが美しい写真
で紹介されており、ファンも多い。 
 

前沢町の田園地帯にある岩手工場は野村産業
株式会社の生産拠点。事業展開に合わせてＮＣ
化やデジタル化、プレス化を進め、量産品のオー
ダーにも素早く対応できる体制を整えている一方、
熟練の技を有する従業員による少量品の生産
にも対応。その取引先は精密機械メーカーから
電気、デジタル関係まで多岐にわたる。 

今年の１月に導入されたレーザーＱＣ測定器はLAN接続
によりプログラム作成されたデータと完成品の適合性を
正確にチェックするもの。これら最新機器は、板金機器メー
カー主催のプライベートショーなどにも利用されるほどに
充実している。県内外の企業視察や研修の受け入れも行っ
ている。 
 
 

野村産業株式会社 
企業概要 
創　　業：昭和11年3月 
代 表 者：野村正徳 
本社・工場：東京都府中市西原町１-13-3 
岩手工場： 胆沢郡前沢町本杉128 
電話番号： 042-576-6131（東京） 
 0197-56-3107（岩手） 
資 本 金：2,000万円 
 （平成17年7月現在） 
従業員数：60人（岩手工場） 
事業内容：高品質ステンレス加工と精

密金型技術 

SEOとは、「検索エンジン最適化（Search Engine Optimization）」と呼ばれ、検
索エンジンによる検索結果で、自社Webサイトをできるだけ上位に表示させるた
めに、様々なアプローチでWebサイトを最適化する手法。 

検索サイト 検索サイト 

検索サイト 

検索サイト 

検索サイト 

"Keywords"=" 
野村産業株式会社,精密板金加工… 
NCT金型,プレス金型,溶接,東京,府中,岩手… 
NCタレパン,レーザー加工,プレス加工,曲げ加工… 

従  来  現  在  

ホームページ製作 

ホームページ更新 検索キーワード リンク数 

ホームページ製作 

ホームページ更新 

HIT数 HIT数UP！ 
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